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「
韓
流
」
と
い
う
言
葉
は
、
韓
国
の
大

衆
文
化
と
芸
能
人
に
熱
狂
す
る
中
国
の
若

者
を
称
し
て
、
一
九
九
九
年
一
一
月
中
国

の
新
聞
『
青
年
報
』
で
使
わ
れ
た
中
国
語

の
新
造
語
で
あ
る
。
韓
国
の
総
合
雑
誌

『
新
東
亜
』
二
○
○
五
年
六
月
号
は
、
著

書
『「
縮
み
」
志
向
の
日
本
人
』
以
来
日

本
で
知
ら
れ
る
文
学
博
士
李
御
寧
氏
の

「
韓
流
」
ブ
ー
ム
に
関
す
る
記
事
を
載
せ

て
い
る
。
そ
れ
は
∧
香
港
に
落
と
さ
れ
た


ア
ジ
ア
ン
ロ
ー
カ
リ
ズ
ム

の
ひ
と
雫

が
海
に
な
っ
た
∨
と
い
う
題
目
で
、
香
港
、

中
国
、
台
湾
、
日
本
、
さ
ら
に
東
南
ア
ジ

ア
は
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

に
、
中
央
ア
ジ
ア
は
モ
ン
ゴ
ル
ま
で
拡
散

す
る
勢
い
に
つ
い
て
、
い
っ
た
い
「
韓

流
」
の
始
ま
り
と
終
わ
り
は
ど
こ
な
の
か
、

韓
国
人
も
分
か
ら
な
い
韓
流
ブ
ー
ム
の
本

質
を

汎
ア
ジ
ア
的
文
化
カ
ー
ド

で
解

く
と
、
ま
ず
「
韓
」
と
「
流
」
の
文
字
に

込
め
ら
れ
た
意
味
か
ら
解
き
明
か
し
て
い

る
。
ま
た
『
韓
国
出
版
年
鑑
』
二
○
○
四

年
版
は
∧
ア
ジ
ア
圏
に
吹
い
て
い
る
韓
国

熱
風
∨
と
い
う
題
目
で
「
映
画
、
Ｔ
Ｖ
ド

ラ
マ
、
音
楽
な
ど
韓
国
の
大
衆
文
化
ブ
ー

ム
が
牽
引
力
と
な
り
台
湾
、
バ
ン
コ
ク
、

レ
フ
ァ
レ
ン
ス

コ
ー
ナ
ー

日
本
、
北
京
で
の
図
書
展
が
成
功
し
、
著

作
権
と
図
書
輸
出
の
増
大
を
通
し
て
韓
国

出
版
の
位
相
が
変
わ
り
、
出
版
の
力
量
を

確
認
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。「
位
相
が

変
わ
り
、
出
版
の
力
量
を
確
認
し
た
」
と

い
う
の
は
、
こ
れ
ま
で
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞

と
い
う
国
家
目
標
の
下
で
、
純
文
学
を
国

庫
支
援
で
翻
訳
し
て
き
た
出
版
慣
行
が
完

全
に
変
わ
り
、
大
衆
書
の
主
導
で
韓
国
の

出
版
が
好
況
を
迎
え
て
い
る
、
と
い
う
意

味
で
あ
る
。

「
韓
流
」
ブ
ー
ム
の
さ
な
か
、
日
本
の

韓
国
関
連
本
の
様
相
を
国
立
情
報
学
研
究

所
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
『
日
本
出
版
年

鑑
』
で
も
見
て
み
よ
う
。
こ
こ
で
は
そ
の

特
徴
や
出
版
物
の
一
部
を
紹
介
す
る
。
二

○
○
二
年
の
日
韓
国
民
交
流
年
か
ら
こ
こ

数
年
引
き
続
い
て
韓
国
関
連
本
も
漸
増
し

て
い
る
。
二
○
○
四
年
の
特
徴
は
予
想
ど

お
り
映
画
、
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
、
音
楽
な
ど
の

芸
能
関
連
本
、
及
び
映
画
を
題
材
に
し
た

多
様
な
語
学
教
本
類
が
急
増
し
た
こ
と
で

あ
る
。
二
○
○
四
年
刊
行
の
韓
国
関
連
本

五
○
○
冊
の
う
ち
、
語
学
教
本
が
一
○
○

冊
、
芸
能
関
連
本
が
七
○
冊
、
両
方
で
全

体
の
三
四
％
を
占
め
て
い
る
。『
韓
国
出

版
年
鑑
』
は
二
○
○
五
年
版
で
「
韓
流
」

と
い
う
言
葉
を
初
め
て
用
い
∧
出
版
韓
流

拡
散
∨
と
い
う
見
出
し
で
、
日
本
で
は
韓

流
関
連
出
版
物
や
語
学
講
座
で
三
兆
ウ
ォ

ン
近
い
売
買
を
記
録
し
、
韓
国
に
対
す
る

国
家
イ
メ
ー
ジ
の
変
化
や
文
化
輸
出
基
盤

構
築
に
絶
大
な
貢
献
を
し
て
い
る
と
述
べ

て
い
る
。
大
型
書
店
な
ら
ず
と
も
特
設
コ

ー
ナ
ー
を
設
け
さ
せ
た
日
本
の
「
韓
流
」

ブ
ー
ム
の
特
徴
は
韓
国
の
著
作
権
輸
出
と
、

と
り
も
な
お
さ
ず
ハ
ン
グ
ル
愛
好
者
を
増

や
し
た
の
だ
、
と
頷
け
る
。
ち
な
み
に
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ
ハ
ン
グ
ル
講
座
の
テ
キ
ス

ト
の
発
行
部
数
は
、
最
大
部
数
の
毎
年
四

月
号
で
二
○
○
三
年
九
万
部
、
二
○
○
四

年
一
八
万
部
、
二
○
○
五
年
二
二
万
部
を

増
刷
し
た
と
い
う
こ
と
だ
。

日
本
の
「
韓
流
」
ブ
ー
ム
の
も
う
ひ
と

つ
の
特
徴
は
、
今
年
二
○
○
五
年
が
日
韓

国
交
正
常
化
四
○
周
年
に
あ
た
り
、
こ
れ

を
機
会
に
さ
ら
に
両
国
の
相
互
理
解
を
深

め
、
各
種
交
流
事
業
を
推
進
す
る
た
め
設

定
さ
れ
た
「
日
韓
友
情
年
二
○
○
五
」
の

時
期
と
重
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
換

言
す
れ
ば
一
九
九
八
年
の
「
日
韓
共
同
宣

言
│
二
一
世
紀
へ
の
新
た
な
日
韓
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
が
源
に
あ
り
、
日
本
の

大
衆
文
化
開
放
、
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
Ｃ
共
同
開

催
、
そ
し
て
そ
れ
が
今
日
の
「
韓
流
」
ブ

ー
ム
に
続
い
て
い
る
と
い
え
る
。

官
民
挙
げ
て
の
交
流
事
業
が
目
白
押
し

に
並
ぶ
「
韓
流
」
ブ
ー
ム
の
一
方
で
、
歴

史
教
科
書
問
題
が
背
中
合
わ
せ
に
あ
り
、

今
年
新
た
に
領
土
問
題
な
ど
の
政
治
摩
擦

が
お
こ
っ
て
い
る
。
日
本
の
歴
史
教
科
書

問
題
を
き
っ
か
け
と
し
て
日
韓
両
首
脳
の

合
意
に
よ
り
二
○
○
二
年
五
月
に
「
日
韓

歴
史
共
同
研
究
会
」（
第
一
期
）
が
発
足

し
た
。
正
確
な
歴
史
事
実
と
歴
史
認
識
に

関
す
る
相
互
理
解
を
促
進
す
る
た
め
に
、

三
年
あ
ま
り
に
わ
た
る
共
同
研
究
が
終
わ

り
、
今
年
二
○
○
五
年
五
月
、「
日
韓
歴

史
共
同
研
究
報
告
書
」
が
「
日
韓
歴
史
共

同
研
究
推
進
計
画
」
合
同
支
援
委
員
会
に

提
出
さ
れ
た
。
こ
の
報
告
書
は
両
国
一
○

名
の
委
員
か
ら
な
る
古
代
史
、
中
世
史
、

近
現
代
史
の
三
分
科
会
の
研
究
成
果
、
論

文
三
○
篇
を
と
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

同
書
は
事
務
局
の
日
韓
文
化
交
流
基
金
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
公
開
さ
れ
て
お
り
、

四
分
冊
か
ら
な
る
図
書
は
一
一
月
中
に
刊

行
の
予
定
で
あ
る
。
第
二
期
共
同
研
究
は

歴
史
教
科
書
問
題
に
つ
い
て
来
春
か
ら
三

年
間
か
け
て
行
わ
れ
る
見
通
し
で
あ
る
。

二
○
○
五
年
二
、
三
月
に
か
け
て
、
日
韓

地
方
自
治
体
間
の
交
流
事
業
を
中
断
す
る

ほ
ど
に
関
係
を
冷
却
さ
せ
た
日
韓
国
境
紛

争
の
島
、
竹
島
（
独
島
）
問
題
に
つ
い
て

は
、
最
新
本
に
下
條
正
男
著
『
竹
島
は
日

韓
ど
ち
ら
の
も
の
か
』（
文
芸
春
秋　

二

○
○
四
年
刊
）
と
金
学
俊
著
『
独
島 

竹

島
韓
国
の
論
理
』（
論
創
社　

二
○
○
四

年
刊　

Ｈ
ｏ
ｓ
ａ
ｋ
ａ　

Ｙ
ｕ
ｊ
ｉ
訳
）

の
二
冊
が
あ
げ
ら
れ
る
。
韓
国
の
国
会
図

書
館
に
は
「
独
島
資
料
室
」
が
特
設
さ
れ

て
お
り
、
多
数
の
図
書
と
地
図
が
備
え
ら

れ
て
い
る
。

相
互
理
解
へ
の
道
の
り
は
誤
解
、
曲
解
、

葛
藤
が
つ
き
も
の
で
あ
る
。「
反
日
」
や

「
嫌
韓
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
本
は
以
前
か

ら
多
く
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
今
年
は
山

野
車
輪
著
マ
ン
ガ
『
嫌
韓
流
』（
晋
遊
舎

Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
）
が
早
く
も
韓
国
で
話
題
に
の

ぼ
っ
て
い
る
。

さ
て
、
こ
の
度
当
研
究
所
図
書
館
の
コ

リ
ア
語
資
料
の
Ｄ
Ｂ
入
力
が
終
了
し
ハ
ン

グ
ル
で
の
検
索
が
ほ
ぼ
可
能
と
な
っ
て
い

る
。「
韓
流
」
ブ
ー
ム
世
代
の
ハ
ン
グ
ル

愛
好
者
の
増
大
が
将
来
の
当
図
書
館
利
用

者
増
加
に
つ
な
が
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
の 

だ　

み
よ
こ
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所
図
書
館
）

「
韓
流
」
ブ
ー
ム
と

韓
国
関
連
本野

田
美
代
子


